
概

Ｄ　

実績値においては

施

、令和４年度に比べ令

策

和５年度は伸び、ほぼ

名

計画値に近い値となっ

保

た。新型コロナウイル

険

ス感
■ 計画どおり 

年

  
令和　５年度 染症

金

の５類感染症移行によ

・

り、令和４年度以前の

生

ような受診控えもあま

活

り見られなかったため

自

、コロナ以前の状
□ 

立

遅延        

支

 
の評価 態に戻りつつ

援

あると考えられる。
□

基

 進展なし     

本

 
■ 維持　□ 拡大

目

今後も引き続き、未受

標

診者に対してのアプロ

健

ーチを考慮して事業を

康

継続していく。
事業区

で

分 □ 自治事務   

福

□ 法定受託   □

祉

 その他
今後の方向性

が

□ 縮小　□ 改善
（

充

改善措置等）□ 休止

実

　□ 終了
計画対象 □

し

 実施計画査定対象 

た

 □ 行政改革対象 

ま

□ 廃止　　　　 

※

ち

決算額については、端

要

数処理により、他資料

施

の決算額と差異が生じ

策

ている場合もあります

の

。

目的 社会保障制度の健

No. 事務

全

事業名 活動内容 コスト

で

（事業費：千円）

高齢

適

者の保健事業と介護予

正

防の一体的実施事業 令

な

和　４年度 令和　５年

運

度 令和　５年度 令和　

用

６年度 令和　４年度 令

に

和　５年度 令和　５年

よ

度 令和　６年度
活動指

り

標名 単位
実績 計画 実績

、

計画 決算 当初予算 決算

誰

当初予算
全体事業概要

も

①
健康教育・実施回数

が

（65 回 48 55 62

生

60
高齢者の健康維持

涯

・増進や健康寿命の延

に

伸を図るため 歳以上）

わ

、高齢者の保健事業と

た

介護予防の一体的取り

り

組みとし （ﾎﾟﾋﾟｭ

安

ﾚｰｼｮﾝｱﾌﾟﾛｰ

心

ﾁ） 1,323 2,3

し

34 1,492 2,4

て

37
て、健康教育や後

自

期高齢者の被保険者個

立

々の健康課題
②

健康教

し

育・参加者数（65 人

た

1203 1,378 1

生

,224 1,503
に

活

対応した健康相談、フ

を

レイル対策をはじめと

送

した生 歳以上）
活習慣

る

病の予防、重症化予防

こ

のための個別指導を実

と

施 （ﾎﾟﾋﾟｭﾚｰｼ

が

ｮﾝｱﾌﾟﾛｰﾁ） 令

で

和　７年度の優先度
す

き

る。
③

健康管理訪問事

る

業・訪問 件 329 28

環

1 279 281
2 件数

境

（75歳以上） 　□ 

を

Ａ　　　 □ Ｂ　　

整

　 □ Ｃ　　　 □

え

 Ｄ　
（ﾊｲﾘｽｸｱ

る

ﾌﾟﾛｰﾁ）
健康教育

こ

（ポピュレーションア

と

プローチ）は、令和4

。

年度開催していなかっ

施

た通いの場でも開催す

策

ることができ
□ 計画

の

どおり   
令和　５

方

年度 、計画回数を超え

向

て実施できた。参加者

後

数は計画には届かなか

期

ったものの令和4年度

高

に比べて増加しており

齢

、総
■ 遅延    

者

     
の評価 じて

医

コロナ禍からの回復を

療

進めることができた。

制

訪問事業（ハイリスク

度

アプローチ）は、計画

の

に僅かに届かない
□ 

適

進展なし     
件

正

数であったが、介入人

な

数は増加した（R4：

運

244人、R5：25

用

2人）。
□ 維持　□

人

 拡大 新型コロナウイ

間

ルスの5類移行や、被

ド

保険者数の増加により

ッ

、通いの場の参加者は

ク

今後も増えていくと思

、

われる
事業区分 □ 自

健

治事務   □ 法定

康

受託   □ その他

診

今後の方向性 □ 縮小

査

　■ 改善 。コロナ禍

事

で開催しなくなった場

業

、これまで開催したこ

に

とがない場への働きか

お

けを要する。訪問事業

い

はアプロー
（改善措置

て

等）□ 休止　□ 終

は

了 チやフォローの方法

、

について検討しつつ、

新

いずれも実施機関の健

型

康づくり課とともに今

コ

後も継続していく。庁

ロ

内
計画対象 □ 実施計

ナ

画査定対象  □ 行

ウ

政改革対象 
□ 廃止

イ

　　　　 連携として

ル

令和5年度新たに担当

ス

課長会議を行った。令

感

和6年度も引き続き連

染

携強化を図っていく。

症以前の状況に戻りつつあり、前年度実績を上回り概ね計画通りと考える。高齢者の保健事業と介護予
■ 計画どおり   

令和　５年度 防の一体的実施事業については、庁内での連携強化も進み、活動母体である健康づくり課での介入人数は、前年度に比べ増加している。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 後期高齢者医療制度の適正な運用については、成果に即効性はなく、継続して事業を進める事で目標が達成されていくものと考える。両事業とも今後においても、事業

今後の方向性 □ 拡大　　　　 への参加を促すための工夫をして、成果が得られるよう継続して進めていく。

（改善措

1

置等） □ 縮小　　　

頁

　 

□ 改善　　　　

令

 

和 5年度　　事務事

No. 事務

業

事業名 活動内容 コスト

評

（事業費：千円）

後期

価

高齢者医療健康診査等

表

事業 令和　４年度 令和

（

　５年度 令和　５年度

個

令和　６年度 令和　４

票

年度 令和　５年度 令和

）

　５年度 令和　６年度

課

活動指標名 単位
実績 計

名

画 実績 計画 決算 当初予

健

算 決算 当初予算
全体事

康

業概要
①

健康診査受診

推

者数 人 6,809 7,

進

160 7,150 8,

部

000
高齢者人口の増

保

加等により、後期高齢

険

者医療制度にお
ける医

年

療費が増加するなか、

金

被保険者の健康維持・

課

増 9,685 10,5

作

76 120,498 1

成

38,213
進を図り

日

、１人当りの負担を抑

令

えていくため、静岡県

和

②
人間ドック受診者数

　

人 153 170 165

６

173
後期高齢者医療

年

広域連合からの委託に

　

より、健康診査
事業及

８

び人間ドック事業を実

月

施する。 令和　７年度

　

の優先度

③1 　□ Ａ

１

　　　 □ Ｂ　　　

日

 □ Ｃ　　　 □ 


